
　

や
が
て
リ
ピ
ー
タ
ー
の
間
か
ら
、「
坂
本

さ
ん
た
ち
が
大
切
に
作
っ
た
牛
乳
や
肉
、
お

米
を
直
接
売
っ
て
欲
し
い
！
」「
お
土
産
に

買
い
た
い
の
で
、
チ
ー
ズ
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
ハ
ム・ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
っ
て
」と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
。

　

さ
ら
に
、
子
供
会
等
の
団
体
で
体
験
に
来

た
街
の
主
婦
３
０
０
人
か
ら
、「
わ
た
し
た

ち
も
出
資
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
加
工
会
社
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、
驚
く
よ
う
な
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
声
に
押
さ
れ
て
、
加
工
品
の
製

造
・
販
売
を
行
う
会
社
を
６
８
０
人
の
出
資

者
で
設
立
。
船
方
農
場
グ
ル
ー
プ
の
６
次
産

業
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

 

「
６
次
産
業
化
は
、
１
次
、
２
次
、
３
次
の

産
業
ご
と
に
、
ま
っ
た
く
異
な
る
業
務
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
組
織
で
行
う
と
、

ど
こ
か
で
限
界
が
き
ま
す
」と
坂
本
さ
ん
。

グ
ル
ー
プ
で
は
、
産
業
ご
と
に
会
社
化
す
る

こ
と
で
競
争
意
識
を
生
み
、
コ
ス
ト
削
減
や

〝
農
場
フ
ァ
ン
〞の
主
婦
の
後
押
し
で

加
工
品
作
り
に
も
着
手

　

昭
和
61
年
、
観
光
客
に
農
場
を
開
放
す
る

と
と
も
に
、
乳
搾
り
な
ど
の
酪
農
体
験
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
年
間
１
万
を

超
す
人
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
。

や
お
母
さ
ん
で
し
た
。

 

「
い
ま
か
ら
思
う
と
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
黎
明
期
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
、

農
場
は
食
べ
物
を
生
産
す
る
だ
け
の
場
で
し

た
が
、
癒
し
や
情
操
教
育
や
免
疫
を
つ
け
る

役
割
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
」と
、

坂
本
さ
ん
。

き
栽
培
と
乳
牛
７
頭
の
酪
農
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

 

「
衰
退
し
て
い
く
地
元〝
徳
佐
〞の
農
業
を

な
ん
と
か
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
始
め
た

ん
で
す
」と
、
坂
本
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

当
時
、
坂
本
さ
ん
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、

〝
海
外
に
比
肩
す
る
大
規
模
農
場
〞。
国
の
支

援
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
い
ち
早
く
ロ
ー

タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー（
※
）な
ど
の
新
型
設
備

を
導
入
し
、
昭
和
55
年
に

は
牛
５
０
０
頭
の
規
模
に

ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
原
乳
の
価
格

が
低
迷
し
始
め
、
経
営
の

先
行
き
に
不
安
感
が
。
そ

ん
な
と
き
都
市
出
身
の
若

手
社
員
が
着
目
し
た
の
が
、

興
味
津
々
に
農
場
を
見
物

す
る
都
市
か
ら
来
た
子
供

昭
和
44
年
、わ
ず
か
な
花
の
栽
培
と

乳
牛
７
頭
か
ら
農
場
を
ス
タ
ー
ト

　

１
０
０
０ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
口

県
北
部
の
徳
佐
盆
地
。
こ
こ
に〝
６
次
産
業

化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
〞と
い
わ
れ
る「
船
方
農

場
グ
ル
ー
プ
」が
あ
り
ま
す
。
農
場
の
面
積

は
、
東
京
ド
ー
ム
約
22
個
分
の
１
０
２
ha
。

原
乳
・
肉
・
花
き
・
苗
物
・
米
な
ど
の
農
畜

産
物
や
乳
製
品
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
・
ハ
ム
と
い
っ
た
加
工

品
の
売
上
げ
は
年
20
億
円

に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
代
表
の
坂
本

多か
ず

旦あ
き

さ
ん
が
、
５
人
の
仲

間
と
、
の
ち
に
グ
ル
ー
プ

の
中
核
に
な
る「
船
方
総

合
農
場
」
を
設
立
し
た
の

は
昭
和
44
年
の
こ
と
。
花

「
船
方
農
場
グ
ル
ー
プ
」
は
、
昭
和
60
年
代
に
、
当
時
で
は
珍
し
い
酪
農
体
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
「
牛
乳
や
チ
ー
ズ
・
ア
イ

ス
を
買
い
た
い
」
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
要
望
で
販
売
を
ス
タ
ー
ト
。
生
産
、
加
工
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
ご
と
に
会
社

化
し
て
組
織
を
強
化
し
、
い
ま
や
西
日
本
最
大
級
の
農
業
生
産
法
人
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

１
次
、２
次
、３
次
の
産
業
ご
と
に
会
社
化
し
て

持
続
可
能
な
６
次
産
業
化
を
実
現
。高
品
質
の
チ
ー
ズ
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、い
ま
や
年
商
20
億
円
！

文
／
柿
野
明
子

　写
真
／
八
木
拓
也

　写
真
提
供
／
み
ど
り
の
風
協
同
組
合トップランナーを支えた力！

「６次産業化に取り組む際、ふつうは
１次の 〝生産〞、２次の 〝加工〞、３次
の 〝販売・サービス〞の順で展開します。
うちは、〝生産〞 の次に都市と農村の
交流を行い、それから〝加工〞 に乗り
出しました。商品を作る前に、確実に
購入してくれるファンをつかんだこと
が、成功につながりましたね」と、坂
本さんは話します。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
。

ま
た
、
各
社
が
持
続
可
能
な
価
格
で
取
引
が

で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
内
の
調
整
機
能
を
構

築
し
、
生
産
か
ら
食
卓
ま
で
、
す
べ
て
流
通

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
船
方
農
場
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年

間
７
万
人
。
大
半
が
農
畜
産
物
や
加
工
品
を

購
入
し
て
帰
り
、
一
部
は
毎
週
の
定
期
宅
配

顧
客
に
。
会
員
数
は
現
在
約
８
０
０
０
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
で
は
、〝
農
場
経
営
の
カ
リ
ス
マ
〞

と
呼
ば
れ
る
坂
本
さ
ん
。
い
ま
も
創
業
時
と

変
わ
ら
ず
、
農
業
・
農
村
が
元
気
に
な
る
ア

イ
デ
ア
を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。

 

「
農
業
を
、
単
な
る〝
食
料
生
産
の
手
段
〞

と
し
て
捉
え
る
と
、
将
来
は
厳
し
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
癒
し

な
ど
、
農
業
の
多
面
的
機
能
に
も
目
を
向
け

れ
ば
、
農
業
・
農
村
の
可
能
性
は
限
り
な
く

広
が
る
は
ず
で
す
よ
」

vol.
93
Challengers!

チャレンジャーズ

トップランナーの軌跡

「船方総合農場」では、現在、乳牛104頭、
肉牛71頭を飼育。ほかに堆肥や米、鉢花、
花や野菜苗などを生産している

グループの加工・販売会社「みるくたうん」の
加工施設。バターづくりなどの体験プログラ
ムも行われる

船方農場グループを率いる坂本多旦さん。
「道の駅」の発案者でもあり、日本農業法
人協会の初代会長も務めた

※ 回転する形状の搾乳施設。一度に多くの牛から搾乳できる

山
口
県   

船
方
農
場
グ
ル
ー
プ

グループ全体の従業員は、いまや３００人超。この日は、グループ
を構成する「船方総合農場」「みるくたうん」「グリーンヒル」「花の
海」「みどりの風協同組合」から数名ずつ集合した

町から借りた50haの土地で、収益率のよいシク
ラメン栽培と酪農を組み合わせてスタート
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